
平成２８年７月 

長岡造形大学授業料等の減免について 

 家庭の経済事情あるいは不測の災害などのため、授業料の納付が著しく困難な学生について、

授業料等の一部を免除します。 

◆ 減免の額および減免方法

授業料等の年額の２分の１を減免します。

減免が決定した際は、後期の授業料等が全額納入不要になります。

※授業料（年額）５３５，８００円、実習料（年額）５０，０００円のそれぞれ２分の１

※入学料は減免の対象になりません

◆ 学業条件・家計条件

減免の申請にあたっては、以下の学業条件と家計条件のいずれも満たす必要があります。 

＜学業条件＞ 

＜家計条件＞ 

(1)～(3）のいずれかに該当する学生 

(1) 生活保護法（昭和 25 年法律第 144号）の定めによる保護を受けている世帯に属する者

(2) 学生と生計を一にする家族全員が、市町村民税が非課税である者

(3) 天災その他特別の事情により、市町村民税の減免を受けた者の世帯に属する者

学年 条件 

学
部

１年次 前期終了までに２０単位以上を修得していること 

２年次 前期終了までに６０単位以上を修得していること 

３年次 前期終了までに９４単位以上を修得していること 

４年次 前期終了までに１１８単位以上を修得していること 

大
学
院

修士課程 

大学等及び大学院における成績が優れ、将来、研究能力または高度の

専門性を要する職業等に必要な高度の能力を備えて活動することがで

きると認められること。 

大学院における学修に意欲があり、学業を確実に修了できる見込があ

ると認められること。 

博士（後期）

課程 

大学等及び大学院における成績が優れ、将来、研究者として自立して

研究活動を行い、またはその他の高度に専門的な業務に従事するに必

要な高度の研究能力を備え活動することができると認められること。 

大学院における学修に意欲があり、学業を確実に修了できる見込があ

ると認められること。 



 

※ １年以内に学資負担者の死亡や天災等により家計が急変し、授業料の納付が困難にな

った場合など、特別な事由がある方はご相談ください。 

 

◆ 減免対象外の学生 

(1) 出願前 1年以内に学則上の懲戒処分を受けた者 

(2) 出願前 1年以内に進級要件、卒業要件を満たさず留年した者。 

ただし、疾病又は留学により休学し留年した者を除く。 

 

◆ 申請手続き 

＜申請期限＞ 

平成２８年８月３１日（水）１７：００ 厳守 

 

＜提出書類＞ 

必
須
書
類 

申請する人は必ず①、②、③を提出してください 

① 授業料等減免申請書  (本学指定書式） 

② 住民票の謄本 

③ 生計を一にする家族全員(就学者を除く)の所得証明書または課税証明書 

追
加
書
類 

以下のいずれかに該当する人は上の①、②、③に加え、以下を提出してください 

生活保護法（昭和 25年法律第 144 号）の定

めによる保護を受けている世帯に属する者 
生活保護受給証明書 

天災その他特別の事情により、市町村民税の

減免を受けた者の世帯に属する者 

罹災証明書及び被害額を証明できる

書類 

 

◆ 決定 

平成２８年９月下旬 

採択、不採択とも決定通知書を送付します。 

 

◆ 問い合わせ先 

長岡造形大学 学務課 学生係 電話０２５８－２１－３３８１ 

対応時間 月曜日～金曜日 ８：３０～１７：００ 

事務局夏期休業 ８月１３日（土）～８月１９日（金） 


